
(57)【要約】

【課題】　電動ユニットを備えた給水システムにおいて

、大流量を確保することができる上、小流量でも発電を

支障なく行うことのできる水力発電装置を提供する。

【解決手段】　水力発電装置1は、一端に１次側給水管

接続口21を有し他端に２次側給水管接続口22を有するハ

ウジング2内に、両接続口21,22に通じる主流路31と、主

流路31を流れる水の圧力を利用して発電を行う発電ユニ

ット4と、１次側給水管接続口21から流入した水の一部

を主流路31を迂回して２次側給水管接続口22に導くバイ

パス流路32A,32Bと、バイパス流路32A,32Bを１次側圧力

の増減に応じて開閉する開閉弁5A,5Bとを設けたもので

ある。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 端 に １ 次 側 給 水 管 接 続 口 (21)を 有 し か つ 他 端 に ２ 次 側 給 水 管 接 続 口 (22)を 有 す る ハ ウ ジ
ン グ (2)内 に 、 両 接 続 口 (21)(22)に 通 じ る 主 流 路 (31)と 、 主 流 路 (31)を 流 れ る 水 の 圧 力 を
利 用 し て 発 電 を 行 う 発 電 ユ ニ ッ ト (4)と 、 １ 次 側 給 水 管 接 続 口 (21)か ら 流 入 し た 水 の 一 部
を 主 流 路 (31)を 迂 回 し て ２ 次 側 給 水 管 接 続 口 (22)に 導 く 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 流 路 (3
2A)(32B)と 、 各 バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)を １ 次 側 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 開 閉 す る 開 閉 弁 (5A)
(5B)と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 水 力 発 電 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 の バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)が １ 次 側 圧 力 の 増 大 に 伴 っ て 順 次 開 く よ う に 、 各 バ イ パ ス
流 路 (32A)(32B)の 開 閉 弁 (5A)(5B)の 開 弁 時 作 動 圧 力 が 異 な る 値 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 水 力 発 電 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
電 動 ユ ニ ッ ト を 備 え た 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 給 水 管 の 途 中 に 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 水
力 発 電 装 置 (1)が 設 け ら れ 、 該 水 力 発 電 装 置 (1)か ら 供 給 さ れ た 電 力 に よ っ て 電 動 ユ ニ ッ ト
が 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 給 水 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
さ ら に 、 水 力 発 電 装 置 (1)を 迂 回 す る よ う に 該 装 置 (1)の １ 次 側 の 給 水 管 (P11)と ２ 次 側 の
給 水 管 (P12)と を 接 続 す る 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 管 (P13)と 、 各 バ イ パ ス 管 (P13)を １
次 側 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 開 閉 す る 開 閉 弁 (7)と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ３ 記 載 の 給 水 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
さ ら に 、 水 力 発 電 装 置 (1)を 迂 回 す る よ う に 該 装 置 (1)の １ 次 側 の 給 水 管 (P11)と ２ 次 側 の
給 水 管 (P12)と を 接 続 す る 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 管 (P13)と 、 各 バ イ パ ス 管 (P13)を 流
れ る 水 の 量 を 調 節 す る 流 量 調 節 弁 (8)と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ 記
載 の 給 水 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
電 動 ユ ニ ッ ト を 備 え た 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 給 水 管 の 途 中 に 水 力 発 電 装 置 が 設 け ら れ 、
該 水 力 発 電 装 置 か ら 供 給 さ れ た 電 力 に よ っ て 電 動 ユ ニ ッ ト が 駆 動 さ れ る よ う に な っ て お り
、 さ ら に 、 水 力 発 電 装 置 を 迂 回 す る よ う に 該 装 置 の １ 次 側 の 給 水 管 と ２ 次 側 の 給 水 管 と を
接 続 す る 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 管 と 、 各 バ イ パ ス 管 を １ 次 側 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 開 閉
す る 開 閉 弁 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 給 水 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
電 動 ユ ニ ッ ト を 備 え た 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 給 水 管 の 途 中 に 水 力 発 電 装 置 が 設 け ら れ 、
該 水 力 発 電 装 置 か ら 供 給 さ れ た 電 力 に よ っ て 電 動 ユ ニ ッ ト が 駆 動 さ れ る よ う に な っ て お り
、 さ ら に 、 水 力 発 電 装 置 を 迂 回 す る よ う に 該 装 置 の １ 次 側 の 給 水 管 と ２ 次 側 の 給 水 管 と を
接 続 す る 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 管 と 、 各 バ イ パ ス 管 を 流 れ る 水 の 量 を 調 節 す る 流 量 調
節 弁 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 給 水 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
電 動 ユ ニ ッ ト が 灌 水 制 御 ユ ニ ッ ト で あ る 、 請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 給 水 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
電 動 ユ ニ ッ ト が 給 水 栓 用 発 光 ユ ニ ッ ト で あ る 、 請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 給 水
シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 給 水 管 を 流 れ る 水 の 圧 力 を 利 用 し て 発 電 を 行 う 水 力 発 電 装 置 お よ び 該 装 置 を
備 え た 給 水 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 給 水 シ ス テ ム と し て 、 電 動 ユ ニ ッ ト を 組 み 込 ん だ も の が 多 く 見 受 け ら れ る 。 代 表
的 な も の と し て は 、 自 動 水 栓 の 感 知 ・ 開 閉 制 御 ユ ニ ッ ト が よ く 知 ら れ て い る 。 ま た 、 自 動
灌 水 シ ス テ ム に お け る 灌 水 制 御 ユ ニ ッ ト や 、 ビ ル ト イ ン 浄 水 器 付 き 流 し 台 に お け る 原 水 ・
浄 水 切 替 ユ ニ ッ ト も 、 電 動 ユ ニ ッ ト の 例 と し て 挙 げ ら れ る 。 さ ら に 、 最 近 で は 、 給 水 栓 の
ハ ン ド ル や 水 栓 本 体 に Ｌ Ｅ Ｄ を 組 み 込 ん で こ れ を 発 光 さ せ た り 、 あ る い は 吐 水 口 付 近 に Ｌ
Ｅ Ｄ を 配 置 し て 吐 水 に 光 を 当 て る 給 水 栓 用 発 光 ユ ニ ッ ト も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の よ う な 電 動 ユ ニ ッ ト を 給 水 シ ス テ ム に 付 加 す る 場 合 に は 、 同 ユ ニ ッ ト を 駆 動 す る
た め の 電 源 が 必 要 と な る が 、 Ａ Ｃ 電 源 を 使 用 す る と 、 電 気 工 事 が 必 要 と な る 上 、 配 線 が 邪
魔 に な る 。 一 方 、 電 源 と し て 乾 電 池 を 使 用 す る と 、 取 り 替 え が 手 間 で あ っ た 。 ま た 、 い ず
れ の 電 源 を 使 用 す る 場 合 で も 、 省 エ ネ ル ギ ー の 面 で は 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 電 動 ユ ニ ッ ト の 駆 動 に 必 要 な 電 力 を 確 保 す る た め に 、 給 水 シ ス テ ム に 水 力 発 電
装 置 を 組 み 込 む こ と が 行 わ れ る よ う に な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 給 水 管 を 流 れ る 水 の 圧 力 を 利 用 し て 発 電 を 行 う 水 力 発 電
装 置 を 備 え 、 該 装 置 か ら 供 給 さ れ る 電 力 に よ っ て 原 水 ・ 浄 水 切 替 ユ ニ ッ ト が 駆 動 さ れ る ビ
ル ト イ ン 浄 水 器 付 き 流 し 台 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 水 力 発 電 装 置 は 、 通 常 、 給 水 管 中 に 配 置 さ れ た 羽 根 車 を 流 水 圧 に よ っ て 回 転 さ せ 、
回 転 す る 羽 根 車 の 外 周 部 に 設 置 さ れ た マ グ ネ ッ ト と そ の 周 囲 に 配 さ れ た 電 機 子 コ イ ル と の
間 で 生 じ る 電 磁 誘 導 作 用 に よ り 電 力 を 発 生 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う な 水 力 発 電 装 置 を 備 え た 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 例 え ば 比 較 的 大 規 模 な 自 動
灌 水 シ ス テ ム の よ う に 、 給 水 管 の 末 端 か ら 吐 出 す る 水 量 を 十 分 に 多 く 取 り た い 場 合 に は 、
水 力 発 電 装 置 内 を 通 過 す る 水 の 流 量 を 多 く す る 必 要 が あ り 、 そ た め に は 羽 根 車 の サ イ ズ を
大 き く す る 必 要 が あ っ た 。 と こ ろ が 、 羽 根 車 の サ イ ズ を 大 き く す る と 、 羽 根 車 を 回 転 さ せ
て 発 電 を 行 う の に 必 要 な 水 の 流 量 も 多 く な っ て し ま う た め 、 少 量 の 水 を 流 す と き に は 発 電
で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ０ ４ ６ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 電 動 ユ ニ ッ ト を 備 え た 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 大 流 量 を 確 保 す る こ と
が で き る 上 、 小 流 量 で も 発 電 を 支 障 な く 行 う こ と の で き る 水 力 発 電 装 置 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 水 力 発 電 装 置 は 、 一 端 に １ 次 側 給 水 管 接 続 口 を 有 し か つ 他 端 に ２ 次 側 給 水
管 接 続 口 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ 内 に 、 両 接 続 口 に 通 じ る 主 流 路 と 、 主 流 路 を 流 れ る 水 の 圧 力
を 利 用 し て 発 電 を 行 う 発 電 ユ ニ ッ ト と 、 １ 次 側 給 水 管 接 続 口 か ら 流 入 し た 水 の 一 部 を 発 電
ユ ニ ッ ト を 迂 回 し て ２ 次 側 給 水 管 接 続 口 に 導 く 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 流 路 と 、 各 バ イ
パ ス 流 路 を １ 次 側 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 開 閉 す る 開 閉 弁 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 水 力 発 電 装 置 に あ っ て は 、 １ 次 側 給 水 管 接 続 口 か ら 流 入 す る 水 の 流 量 が 少 な い 場
合 、 各 バ イ パ ス 流 路 の 開 閉 弁 は 閉 じ た 状 態 で あ っ て 、 全 量 の 水 が 主 流 路 を 流 れ て 発 電 ユ ニ
ッ ト に よ る 発 電 に 利 用 さ れ る 。 一 方 、 １ 次 側 給 水 管 接 続 口 か ら 流 入 す る 水 の 流 量 が 多 い 場
合 、 各 バ イ パ ス 流 路 の 開 閉 弁 が 開 い た 状 態 と な り 、 一 部 の 水 が 主 流 路 を 迂 回 し て バ イ パ ス
流 路 を 流 れ 、 残 り の 水 が 主 流 路 を 流 れ て 発 電 に 利 用 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 水 力 発
電 装 置 に よ れ ば 、 大 流 量 を 確 保 す る こ と が で き る 上 、 小 流 量 の 場 合 で も 支 障 な く 発 電 を 行
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う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る 水 力 発 電 装 置 に お い て 、 複 数 の バ イ パ ス 流 路 が １ 次 側 圧 力 の 増 大 に 伴 っ て
順 次 開 く よ う に 、 各 バ イ パ ス 流 路 の 開 閉 弁 の 開 弁 時 作 動 圧 力 が 異 な る 値 に 設 定 さ れ て い る
場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 場 合 、 複 数 の バ イ パ ス 流 路 が １ 次 側 圧 力 の 増 大 に 伴 っ て 順 次 開 く た め 、 水 力 発 電
装 置 へ の 水 の 供 給 量 に 応 じ て 、 該 装 置 の ２ 次 側 に 供 給 さ れ る 水 の 流 量 を コ ン ス タ ン ト に 増
減 す る 事 が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 開 閉 弁 と し て 、 弁 体 を ス プ リ ン グ の 弾 性 力 に よ っ て ２ 次 側 か ら 弁 座 に 当 接 さ せ る
構 成 の も の を 用 い た 場 合 、 複 数 の 開 閉 弁 が 同 時 に 開 弁 す る よ う に 設 定 し て お く と 、 弁 体 が
チ ャ タ リ ン グ を 起 こ し て ノ イ ズ が 発 生 す る お そ れ が あ る が 、 例 え ば テ ン シ ョ ン が 異 な る ス
プ リ ン グ を 用 い る こ と に よ っ て 各 開 閉 弁 の 開 弁 時 作 動 圧 力 を 変 え て お け ば 、 そ の よ う な ノ
イ ズ の 発 生 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 給 水 シ ス テ ム は 、 電 動 ユ ニ ッ ト を 備 え た も の に お い て 、 給 水 管 の 途
中 に 上 述 し た 本 発 明 の 水 力 発 電 装 置 が 設 け ら れ 、 該 水 力 発 電 装 置 か ら 供 給 さ れ た 電 力 に よ
っ て 電 動 ユ ニ ッ ト が 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 給 水 シ ス テ ム に よ れ ば 、 給 水 管 を 流 れ る 水 の 圧 力 を 利 用 す る 水 力 発 電 装 置 か ら 供
給 さ れ た 電 力 に よ っ て 電 動 ユ ニ ッ ト を 駆 動 す る こ と が で き る の で 、 従 来 の よ う に Ａ Ｃ 電 源
や 乾 電 池 を 電 源 と し て 使 用 す る 必 要 が な く 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、
大 流 量 を 確 保 す る こ と が で き る と 共 に 、 小 流 量 の 場 合 で も 支 障 な く 発 電 を 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 さ ら に 、 水 力 発 電 装 置 を 迂 回 す る よ う に 該 装 置 の
１ 次 側 の 給 水 管 と ２ 次 側 の 給 水 管 と を 接 続 す る 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 管 と 、 各 バ イ パ
ス 管 を １ 次 側 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 開 閉 す る 開 閉 弁 と が 設 け ら れ て い る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 場 合 、 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 水 の 流 量 が 少 な い と 、 各 バ イ パ ス 管 の 開 閉 弁 は
閉 じ た ま ま で あ っ て 、 全 量 の 水 が 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 。 一 方 、 水 力 発 電 装 置 に 供 給
さ れ る 水 の 流 量 が 大 き く な る と 、 各 バ イ パ ス 管 の 開 閉 弁 が 開 き 、 一 部 の 水 が 水 力 発 電 装 置
を 迂 回 し て バ イ パ ス 管 を 流 れ 、 残 り の 水 が 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 。 し た が っ て 、 上 記
構 成 に よ れ ば 、 よ り 大 き な 流 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な り 、 例 え ば 、 大 規 模 な 自 動 灌 水
シ ス テ ム に お い て 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 さ ら に 、 水 力 発 電 装 置 を 迂 回 す る よ う に 該
装 置 の １ 次 側 の 給 水 管 と ２ 次 側 の 給 水 管 と を 接 続 す る 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 管 と 、 各
バ イ パ ス 管 を 流 れ る 水 の 量 を 調 節 す る 流 量 調 節 弁 と が 設 け ら れ て い る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 場 合 、 各 バ イ パ ス 管 を 流 れ る 水 の 量 を 流 量 調 節 弁 に よ っ て 任 意 に 調 節 す る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 水 の 流 量 が 少 な い 時 に は 、 バ イ
パ ス 管 の 流 量 を 絞 る こ と に よ っ て 、 で き る だ け 多 量 の 水 を 水 力 発 電 装 置 に 供 給 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 水 の 流 量 が 多 い 時 に は 、 バ イ パ ス 管 の 流 量 を 多
く す る こ と に よ っ て 、 水 力 発 電 装 置 に よ る 発 電 を 維 持 し な が ら ２ 次 側 へ の 水 の 供 給 量 を 確
保 す る こ と が で き る 。 特 に 上 記 の 場 合 、 給 水 シ ス テ ム の 使 用 環 境 に 応 じ た き め 細 か い チ ュ
ー ニ ン グ が 可 能 と な る 点 で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 に よ る も う １ つ の 給 水 シ ス テ ム は 、 電 動 ユ ニ ッ ト を 備 え た も の に お い て 、
給 水 管 の 途 中 に 水 力 発 電 装 置 が 設 け ら れ 、 該 水 力 発 電 装 置 か ら 供 給 さ れ た 電 力 に よ っ て 電

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-299634 A 2005.10.27



動 ユ ニ ッ ト が 駆 動 さ れ る よ う に な っ て お り 、 さ ら に 、 水 力 発 電 装 置 を 迂 回 す る よ う に 該 装
置 の １ 次 側 の 給 水 管 と ２ 次 側 の 給 水 管 と を 接 続 す る 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 管 と 、 各 バ
イ パ ス 管 を １ 次 側 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 開 閉 す る 開 閉 弁 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 給 水 シ ス テ ム に あ っ て は 、 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 水 の 流 量 が 少 な い と 、 各 バ
イ パ ス 管 の 開 閉 弁 は 閉 じ た ま ま で あ っ て 、 全 量 の 水 が 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 。 一 方 、
水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 水 の 流 量 が 大 き く な る と 、 各 バ イ パ ス 管 の 開 閉 弁 が 開 き 、 一 部
の 水 が 水 力 発 電 装 置 を 迂 回 し て バ イ パ ス 管 を 流 れ 、 残 り の 水 が 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る
。 し た が っ て 、 上 記 の 給 水 シ ス テ ム に よ れ ば 、 大 流 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な り 、 例 え
ば 、 大 規 模 な 自 動 灌 水 シ ス テ ム に お い て 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 更 に も う １ つ の 給 水 シ ス テ ム は 、 電 動 ユ ニ ッ ト を 備 え た も の に お い
て 、 給 水 管 の 途 中 に 水 力 発 電 装 置 が 設 け ら れ 、 該 水 力 発 電 装 置 か ら 供 給 さ れ た 電 力 に よ っ
て 電 動 ユ ニ ッ ト が 駆 動 さ れ る よ う に な っ て お り 、 さ ら に 、 水 力 発 電 装 置 を 迂 回 す る よ う に
該 装 置 の １ 次 側 の 給 水 管 と ２ 次 側 の 給 水 管 と を 接 続 す る 少 な く と も １ つ の バ イ パ ス 管 と 、
各 バ イ パ ス 管 を 流 れ る 水 の 量 を 調 節 す る 流 量 調 節 弁 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の 給 水 シ ス テ ム に あ っ て は 、 各 バ イ パ ス 管 を 流 れ る 水 の 量 を 流 量 調 節 弁 に よ っ て 任
意 に 調 節 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 水 の 流 量 が
少 な い 時 に は 、 バ イ パ ス 管 の 流 量 を 絞 る こ と に よ っ て 、 で き る だ け 多 量 の 水 を 水 力 発 電 装
置 に 供 給 す る こ と が で き る 。 ま た 、 水 力 発 電 装 置 に 供 給 さ れ る 水 の 流 量 が 多 い 時 に は 、 バ
イ パ ス 管 の 流 量 を 多 く す る こ と に よ っ て 、 水 力 発 電 装 置 に よ る 発 電 を 維 持 し な が ら ２ 次 側
へ の 水 の 供 給 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 電 動 ユ ニ ッ ト が 灌 水 制 御 ユ ニ ッ ト で あ る 場 合 が あ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の 場 合 、 灌 水 に 必 要 な 流 量 を 確 実 に 得 る こ と が で き る 一 方 、 小 流 量 の と き で も 発 電
を 支 障 な く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 給 水 シ ス テ ム に お い て 、 電 動 ユ ニ ッ ト が 給 水 栓 用 発 光 ユ ニ ッ ト で あ
る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 場 合 、 吐 水 に 必 要 な 流 量 を 確 実 に 得 る こ と が で き 、 ま た 、 小 流 量 の と き で も 発 電
を 支 障 な く 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に は 、 本 発 明 に よ る 給 水 シ ス テ ム の 第 １ の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の 実
施 形 態 は 、 本 発 明 を 、 灌 水 制 御 ユ ニ ッ ト を 備 え た 自 動 灌 水 シ ス テ ム に 適 用 し た も の で あ る
。 こ の 自 動 灌 水 シ ス テ ム は 、 例 え ば 、 マ ン シ ョ ン 等 の 集 合 住 宅 や 店 舗 の 植 え 込 み へ の 灌 水
に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 自 動 灌 水 シ ス テ ム の 概 略 を 示 し た も の で あ る 。 給 水 源 (S)か ら 複 数 の 散 水 箇 所
ま で の 給 水 経 路 は 、 給 水 主 管 (P1)と 、 給 水 主 管 (P1)の 末 端 か ら 分 岐 し た 複 数 の 給 水 分 岐 管
(P2)と で 構 成 さ れ て い る 。 給 水 主 管 (P1)は 、 通 常 、 地 中 に 埋 設 さ れ る 。 給 水 分 岐 管 (P2)の
末 端 部 は 、 そ れ ぞ れ 地 上 に 露 出 し て い て 、 こ こ に ス プ リ ン ク ラ ー 等 の 散 水 手 段 (D)が 設 け
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 給 水 主 管 (P1)の 途 中 に は 、 止 水 お よ び 流 量 調 整 を 行 う 給 水 元 栓 (V1)が 設 け ら れ て い る 。
給 水 元 栓 (V1)は 、 例 え ば 、 地 中 に 埋 設 さ れ た ボ ッ ク ス （ 図 示 略 ） に 収 容 さ れ 、 ボ ッ ク ス の
蓋 を 通 じ て 地 上 か ら 操 作 で き る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 自 動 灌 水 シ ス テ ム に 備 え ら れ た 灌 水 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 給 水 主 管 (P1)に お け る 給 水 元 栓 (V
1)よ り も ２ 次 側 に 設 け ら れ た 電 磁 弁 (V2)と 、 電 磁 弁 (V2)の 開 閉 を 制 御 す る 制 御 装 置 （ マ イ
ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ） (61)と 、 制 御 装 置 (61)を 操 作 す る 操 作 パ ネ ル (62)と 、 該 ユ ニ ッ ト を 駆
動 す る た め の 電 力 を 供 給 す る 電 源 部 (63)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ は 、 制 御 装 置 (61)、 操 作 パ ネ ル (62)お よ び 電 源 部 (63)が 収 容 さ れ た 制 御 ボ ッ ク ス (B
)を 示 し た も の で あ る 。 こ の 制 御 ボ ッ ク ス (B)は 、 地 上 に 立 て ら れ た 支 柱 に 固 定 さ れ る か 、
或 い は 建 物 の 壁 面 等 に 固 定 さ れ 、 操 作 時 以 外 は 蓋 （ 図 示 略 ） が 閉 じ ら れ る 。 制 御 装 置 (61)
は 、 タ イ マ ー を 備 え て お り 、 水 や り 日 、 開 始 時 間 、 水 や り 日 時 間 等 を 予 め 設 定 し 、 そ れ に
基 づ い て 電 磁 弁 (V2)に 信 号 を 送 っ て 開 閉 を 制 御 す る も の で あ る 。 操 作 パ ネ ル (62)は 、 Ａ ～
Ｅ お よ び Ｍ 、 Ｓ の 文 字 が 表 示 さ れ た 操 作 ボ タ ン (621)と 、 設 定 内 容 等 を 表 示 す る 表 示 部 (62
2)と を 備 え て い る 。 電 源 部 (63)は 、 後 述 す る 水 力 発 電 装 置 (1)か ら 供 給 さ れ た 電 力 を 蓄 え
、 主 電 源 と し て 用 い ら れ る 蓄 電 池 (631)（ 図 １ 参 照 ） と 、 電 池 ボ ッ ク ス (633)に 収 容 さ れ 、
立 上 り 時 等 の 補 助 電 源 と し て 用 い ら れ る 乾 電 池 (632)と を 備 え て い る 。 な お 、 図 示 は 省 略
し た が 、 上 記 の 制 御 ユ ニ ッ ト に 、 雨 セ ン サ ー が 付 加 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 水 力 発 電 装 置 (1)お よ び 電 磁 弁 (V2)を 含 む 給 水 主 管 (P1)の 一 部 を 示 し た も の で
あ る 。 こ れ ら は 、 １ つ の ユ ニ ッ ト と し て 、 例 え ば 、 ボ ッ ク ス （ 図 示 略 ） に 収 容 さ れ て 地 中
に 埋 設 さ れ る 。 電 磁 弁 (V2)は 、 ケ ー ブ ル に よ っ て 、 制 御 ボ ッ ク ス 内 の 電 源 部 (63)お よ び 制
御 装 置 (61)に 接 続 さ れ て い る 。 水 力 発 電 装 置 (1)は 、 電 磁 弁 (V2)よ り も ２ 次 側 に 配 置 さ れ
て い る 。 電 磁 弁 (V2)の １ 次 側 の 給 水 管 、 電 磁 弁 (V2)と 水 力 発 電 装 置 (1)と の 間 の 給 水 管 (P1
1)（ 水 力 発 電 装 置 (1)の １ 次 側 の 給 水 管 ） 、 お よ び 水 力 発 電 装 置 (1)の ２ 次 側 の 給 水 管 (P12
)は 、 図 ３ に 示 す よ う な ニ ッ プ ル 等 の 管 材 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 も っ と も 、 こ れ ら の
給 水 管 (P11)(P12)は 、 図 ３ に 示 す も の に 限 ら ず 、 そ の 他 の 適 宜 の 管 材 に よ っ て 構 成 す る こ
と も 勿 論 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 上 記 の ユ ニ ッ ト に は 、 水 力 発 電 装 置 (1)を 迂 回 す る よ う に
該 装 置 (1)の １ 次 側 の 給 水 管 (P11)と ２ 次 側 の 給 水 管 (P12)と を 接 続 す る バ イ パ ス 管 (P13)と
、 各 バ イ パ ス 管 (P13)を １ 次 側 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 開 閉 す る 開 閉 弁 (7)（ 図 ５ 参 照 ） と が 備
え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ は 、 水 力 発 電 装 置 (1)の 詳 細 を 示 す も の で あ る 。 こ の 装 置 (1)は 、 一 端 に １ 次 側 給 水
管 接 続 口 (21)を 有 し 、 他 端 に ２ 次 側 給 水 管 接 続 口 (22)を 有 す る ハ ウ ジ ン グ (2)を 備 え て い
る 。 そ し て 、 こ の ハ ウ ジ ン グ (2)内 に 、 両 接 続 口 (21)(22)に 通 じ る 主 流 路 (31)と 、 主 流 路 (
31)を 流 れ る 水 の 圧 力 を 利 用 し て 発 電 を 行 う 発 電 ユ ニ ッ ト (4)と 、 １ 次 側 給 水 管 接 続 口 (21)
か ら 流 入 し た 水 の 一 部 を 主 流 路 (31)を 迂 回 し て ２ 次 側 給 水 管 接 続 口 (22)に 導 く ２ つ の バ イ
パ ス 流 路 (32A)(32B)と 、 各 バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)を １ 次 側 圧 力 の 増 減 に 応 じ て 開 閉 す る
開 閉 弁 (5A)(5B)と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ハ ウ ジ ン グ (2)は 、 方 形 箱 部 (2a)と 、 方 形 箱 部 (2a)の 左 右 両 端 壁 か ら 外 方 に 突 出 し た ２
つ の 短 円 筒 部 (2b)と を 備 え て い る 。 各 短 円 筒 部 (2b)に は 、 雌 ネ ジ が 形 成 さ れ て い る 。 な お
、 図 ４ で は 図 示 を 省 略 し た が 、 ハ ウ ジ ン グ (2)は 、 通 常 、 一 方 の 短 円 筒 部 (2b)を 含 む 前 部
ハ ウ ジ ン グ と 、 他 方 の 短 円 筒 部 (2b)を 含 む 後 部 ハ ウ ジ ン グ と 、 こ れ ら の 中 間 に 位 置 す る 中
間 ハ ウ ジ ン グ と に 分 割 さ れ 、 こ れ ら の ハ ウ ジ ン グ が ビ ス 等 に よ っ て 一 体 に 組 み 立 て ら れ る
こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 次 側 給 水 管 接 続 口 (21)は 、 ハ ウ ジ ン グ (2)の 一 方 の 短 円 筒 部 (2b)に よ っ て 構 成 さ れ て
お り 、 こ こ に 、 雄 ネ ジ を 有 す る １ 次 側 給 水 管 (P11)の 先 端 部 が 接 続 さ れ て い る 。 ２ 次 側 給
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水 管 接 続 口 (22)は 、 他 方 の 短 円 筒 部 (2b)に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 こ こ に 、 雄 ネ ジ を 有 す
る ２ 次 側 給 水 管 (P12)の 基 端 部 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 方 形 箱 部 (2a)内 に は 、 そ の 一 端 側 に 、 １ 次 側 給 水 管 接 続 口 (21)に 通 じ る 水 導 入 路 (33)が
形 成 さ れ 、 他 端 側 に 、 ２ 次 側 給 水 管 接 続 口 (22)に 通 じ る 水 導 出 路 (34)が 形 成 さ れ て い る 。
前 記 主 流 路 (31)は 、 方 形 箱 部 (2a)の 軸 心 部 に お け る 水 導 入 路 (33)と 水 導 出 路 (34)と の 間 に
位 置 す る 部 分 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 水 導 入 路 (33)に は 、 １ 次 側 給 水 管 接 続 口 (21)か ら 流 入 し た 水 の 流 れ を 径 方 向 外 方 に 偏 向
さ せ る 円 形 の 噴 射 板 (23)が 配 さ れ て い る 。 噴 射 板 (23)は 、 水 導 入 路 (33)と 主 流 路 (31)と を
区 画 す る 仕 切 壁 を 兼 ね て い る 。 噴 射 板 (23)の 周 縁 部 は 、 主 流 路 (31)を 形 成 す る 周 壁 (24)の
一 端 部 と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 周 壁 (24)の 一 端 部 に 形 成 さ れ た ２ つ の 細 い 連 通
孔 (241)に よ っ て 、 水 導 入 路 (33)と 主 流 路 (31)と が 互 い に 連 通 さ せ ら れ て い る 。 主 流 路 (31
)を 画 定 し て い る 周 壁 (24)は 、 方 形 箱 部 (2a)の 周 壁 と 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 主 流 路 (31)と 水 導 出 路 (34)と は 、 こ れ ら を 区 画 し て い る 垂 直 仕 切 壁 (25)の 中 心 部
に あ け ら れ た 連 通 孔 (251)を 通 じ て 互 い に 連 通 さ せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ２ つ の バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)は 、 主 流 路 (31)の 周 壁 (24)の 外 周 部 分 に 、 一 端 が 水 導 入
路 (31)に 通 じ 他 端 が 水 導 出 路 (34)に 通 じ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 発 電 ユ ニ ッ ト (4)は 、 主 流 路 (31)に 回 転 自 在 に 配 置 さ れ た 羽 根 車 (41)と 、 羽 根 車 (41)の
外 周 部 に 設 け ら れ た マ グ ネ ッ ト (42)と 、 マ グ ネ ッ ト (42)と 向 か い 合 う よ う に 主 流 路 (31)の
周 壁 (25)内 面 に 配 さ れ た 電 機 子 巻 線 (43)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 羽 根 車 (41)は 、 主 流 路 (31)の 軸 心 部 に 固 定 状 に 設 け ら れ た シ ャ フ ト (44)に 取 り 付 け ら れ
て い る 。 羽 根 車 (41)は 、 外 筒 部 (411)と 、 外 筒 部 (411)の 一 端 部 に 連 な っ て 径 方 向 に 所 定 間
隔 お き に 設 け ら れ た 複 数 の 羽 根 部 (412)と 、 径 方 向 に 伸 び る 複 数 の 連 結 部 を 介 し て 外 筒 部 (
411)内 面 の 一 端 側 部 分 に 接 続 さ れ か つ シ ャ フ ト (44)の 一 端 側 部 分 に 嵌 め ら れ て い る 内 筒 部
(413)と を 備 え て い る 。 周 壁 (24)の ２ つ の 連 通 孔 (241)を 通 じ て 主 流 路 (31)に 流 入 し た 水 は
、 羽 根 部 (412)に 当 た り 、 そ れ に よ っ て 羽 根 車 (4)を 回 転 さ せ た 後 、 外 筒 部 (411)と 内 筒 部 (
413)の 間 を 通 っ て 、 垂 直 仕 切 壁 (25)の 連 通 孔 (251)か ら 水 導 出 路 (34)に 至 る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 マ グ ネ ッ ト (42)は 、 筒 状 の フ ェ ラ イ ト 磁 石 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 羽 根 車 (41)の 外 筒
部 (411)外 面 に 装 着 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 を 省 略 し た が 、 マ グ ネ ッ ト (42)の 裏 面 に は 、
通 常 、 円 筒 状 の ヨ ー ク が 配 置 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 電 機 子 巻 線 (43)は 、 鉄 心 コ イ ル よ り な り 、 主 流 路 (31)を 流 れ る 水 と 接 触 し な い よ う に ケ
ー シ ン グ (45)に 収 容 さ れ て い る 。 ケ ー シ ン グ (45)は 、 水 導 出 路 (34)側 の 端 部 に 、 シ ャ フ ト
(44)の 一 方 の 端 部 を ベ ア リ ン グ を 介 し て 保 持 す る シ ャ フ ト 保 持 部 (451)を 、 一 体 に 備 え て
い る 。 シ ャ フ ト (44)の 他 方 の 端 部 は 、 噴 射 板 (23)の 裏 面 中 心 部 に 形 成 さ れ た シ ャ フ ト 保 持
部 (231)に 、 ベ ア リ ン グ を 介 し て 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 各 バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)を 開 閉 す る 開 閉 弁 (5A)(5B)は 、 弁 体 (51)を ス プ リ ン グ (52)の
弾 性 力 に よ っ て ２ 次 側 か ら 弁 座 (53)に 当 接 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 弁 座 (53)は 、 バ
イ パ ス 流 路 (32A)に お け る 水 導 入 路 (33)側 の 端 部 に 形 成 さ れ た 環 状 段 差 に よ っ て 構 成 さ れ
て い る 。 弁 体 (51)は 、 片 面 の 周 縁 部 が 弁 座 (53)に 当 接 す る 円 板 部 (511)と 、 円 板 部 (513)片
面 の 中 心 部 に 連 な っ て 設 け ら れ た 円 錐 部 (512)と 、 円 板 部 (511)他 面 の 中 心 部 に 連 な っ て 設
け ら れ た 円 柱 部 (513)と よ り な る 。 ス プ リ ン グ (52)は 、 そ の 一 端 部 が 弁 体 (51)の 円 柱 部 (51
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3)に 嵌 め ら れ て い る と と も に 、 そ の 他 端 部 が バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)に お け る 水 導 出 路 (3
4)側 の 端 壁 に 形 成 さ れ た 円 筒 状 突 出 部 (54)に 嵌 め ら れ て い て 、 弁 体 (51)を 弁 座 (53)側 に 向
か っ て 付 勢 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ２ つ の バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)が １ 次 側 圧 力 の 増 大 に 伴 っ て 順 次 開 く よ う に 、 各 バ イ パ
ス 流 路 (32A)(32B)の 開 閉 弁 (5A)(5B)の 開 弁 時 作 動 圧 力 は 、 異 な る 値 に 設 定 さ れ て い る 。 具
体 的 に は 、 一 方 の 開 閉 弁 (5A)の ス プ リ ン グ (52)と 、 他 方 の 開 閉 弁 (5B)の ス プ リ ン グ (52)と
が 、 互 い に 異 な る テ ン シ ョ ン を 有 す る も の と な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ５ は 、 バ イ パ ス 管 (P13)の 途 中 に 設 け ら れ た 開 閉 弁 (7)を 示 し た も の で あ る 。 な お 、 バ
イ パ ス 管 (P13)は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う な エ ル ボ 、 ニ ッ プ ル 、 フ レ キ シ ブ ル 管 等 の 管
材 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 開 閉 弁 (7)は 、 両 端 部 に 雌 ネ ジ (81)を 有 す る 円 筒 状 の 管 継 手 (8)内
に 形 成 さ れ て い て 、 弁 体 (71)を ス プ リ ン グ (72)の 弾 性 力 に よ っ て ２ 次 側 か ら 弁 座 (73)に 当
接 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 弁 座 (73)は 、 管 継 手 (8)内 の １ 次 側 部 分 に 形 成 さ れ た 環
状 段 差 (82)に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 弁 体 (71)は 、 片 面 の 周 縁 部 が 弁 座 (73)に 当 接 す る 円
板 部 (711)と 、 円 板 部 (711)の 片 面 側 の 中 心 部 に 連 な っ て 設 け ら れ た 棒 部 (712)と よ り な る
。 棒 部 (712)は 、 管 継 手 (8)内 の ２ 次 側 部 分 に 形 成 さ れ た 端 壁 (83)の 中 心 部 に あ け ら れ た 弁
体 保 持 孔 (831)に ス ラ イ ド 自 在 に 挿 通 さ れ て い る 。 な お 、 端 壁 (83)の 外 周 部 に は 、 水 通 過
孔 （ 図 示 略 ） が あ け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 の 自 動 灌 水 シ ス テ ム に あ っ て は 、 例 え ば 、 次 の よ う に し て 灌 水 お よ び そ の 制 御 が 行
わ れ る 。 即 ち 、 ま ず 、 給 水 主 管 (P1)の 給 水 元 栓 (V1)を 開 け て お く と と も に 、 制 御 ユ ニ ッ ト
の 操 作 パ ネ ル (62)の 操 作 ボ タ ン に よ っ て 、 水 や り 日 、 開 始 時 間 等 を 適 宜 設 定 し て お く 。 こ
れ ら の 設 定 に 基 づ い て 、 制 御 装 置 (61)か ら の 信 号 に よ り 電 磁 弁 (V2)が 作 動 し て 開 弁 す る と
、 通 水 が 開 始 さ れ る 。 な お 、 使 用 開 始 時 の 電 力 は 、 通 常 、 補 助 電 源 で あ る 乾 電 池 (632)か
ら 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 電 磁 弁 (V2)を 通 過 し た 水 は 、 水 力 発 電 装 置 (1)の ハ ウ ジ ン グ (2)に 流 入 し 、 ハ ウ ジ ン グ (2
)内 の 主 流 路 (31)を 流 れ る こ と に よ っ て 、 そ の 流 水 圧 に よ り 羽 根 車 (41)が 回 転 さ せ ら せ る
。 そ し て 、 羽 根 車 (41)と と も に 回 転 す る マ グ ネ ッ ト (42)と 、 マ グ ネ ッ ト (42)の 周 囲 に 配 さ
れ た 電 機 子 巻 線 (43)と の 間 に 電 磁 誘 導 作 用 が 生 じ 、 そ れ に よ っ て 電 力 が 発 生 す る 。 得 ら れ
た 電 力 は 、 ケ ー ブ ル を 通 じ て 制 御 ユ ニ ッ ト の 蓄 電 池 (631)に 送 ら れ 、 こ こ に 蓄 電 さ れ る 。
蓄 電 池 (631)へ の 充 電 が 行 わ れ る と 、 制 御 ボ ッ ク ス (B)の 発 電 ラ ン プ (623)（ 図 ２ 参 照 ） が
点 灯 し 、 そ れ に よ っ て 発 電 を 確 認 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 水 力 発 電 装 置 (1)を 通 過 し た 水 は 、 給 水 主 管 (P1)お よ び 給 水 分 岐 管 (P2)を 経 て 、 所 定 の
散 水 箇 所 に 供 給 さ れ 、 散 水 手 段 (D)に よ り 散 水 さ れ る 。 供 給 す る 水 の 流 量 は 給 水 元 栓 (V1)
に よ っ て 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 発 電 ユ ニ ッ ト (4)の 羽 根 車 (41)は 、 流 量 が か な り 少 な い 場 合 （ 例 え ば １ ． ５ リ ッ ト ル ／
秒 程 度 ） で あ っ て も 、 十 分 に 回 転 し て 発 電 し 得 る よ う な サ イ ズ と な さ れ て い る 。 流 量 が 少
な い 場 合 、 ハ ウ ジ ン グ (2)内 の バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)お よ び バ イ パ ス 管 (P13)は 、 い ず れ
も 閉 じ ら れ て お り 、 給 水 主 管 (P1)を 流 れ る 水 の 全 量 が 発 電 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 供 給 流 量 を 多 く し て 散 水 量 を 多 く し た い 場 合 、 水 力 発 電 装 置 (1)の 主 流 路 (31)の
流 通 抵 抗 が 大 き く な る た め 、 バ イ パ ス 流 路 (32A)(32B)お よ び バ イ パ ス 管 (P13)の １ 次 側 圧
力 が 増 大 し 、 そ れ に 伴 っ て 、 ま ず 、 一 方 の バ イ パ ス 流 路 (32A)の 開 閉 弁 (5A)が 開 き 、 次 い
で 他 方 の バ イ パ ス 流 路 (32B)の 開 閉 弁 (5B)が 開 く 。 こ れ に よ っ て 、 水 の 一 部 が 、 流 通 抵 抗
の 大 き い 主 流 路 (31)を 迂 回 す る た め 、 発 電 を 良 好 に 継 続 し な が ら 、 所 望 の 散 水 量 が 得 ら れ
る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 供 給 流 量 を 更 に 多 く し た 場 合 （ 例 え ば ４ ０ リ ッ ト ル ／ 秒 以 上 ） に は 、 バ イ パ ス
管 (P13)の 開 閉 弁 (7)が 開 き 、 水 の 一 部 が 水 力 発 電 装 置 (1)を 迂 回 し て 散 水 箇 所 に 送 ら れ る
の で 、 よ り 多 く の 散 水 量 が 得 ら れ 、 大 規 模 な 灌 水 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ に は 、 本 発 明 に よ る 給 水 シ ス テ ム の 第 ２ の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ
の 実 施 形 態 で は 、 バ イ パ ス 管 (P13)の 途 中 に 、 図 １ 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す 開 閉 弁 (7)に 代
え て 、 流 量 調 節 弁 (9)が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 流 量 調 節 弁 (9)は 、 ハ ン ド ル (92)の 回 動 操 作 に よ っ て 、 弁 体 (91)を 、 バ イ パ ス 管 (P13)の
長 さ 方 向 に 対 し て 直 角 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 バ イ パ ス 管 (P13)内 を 流 れ る 水 の 量
を 調 節 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 水 力 発 電 装 置 (1)の １ 次 側 給 水 管 接 続 口 (21)お よ び ２ 次 側 給 水 管 接
続 口 (22)は 、 そ れ ぞ れ 同 じ 側 に 向 か っ て Ｌ 形 に 屈 曲 し た 形 状 を 有 し て い る 。 こ こ で 、 Ｌ 形
の 各 接 続 口 (22)は 、 図 ６ に 示 す よ う に ハ ウ ジ ン グ (2)と 一 体 的 に 形 成 さ れ る 他 、 第 １ の 実
施 形 態 と ほ ぼ 同 様 の ハ ウ ジ ン グ (2)の 短 円 筒 部 （ 図 ４ の 参 照 符 号 (22)） に 、 ハ ウ ジ ン グ (2)
と は 別 体 の Ｌ 形 管 継 手 の 一 端 側 を Ｅ リ ン グ 等 を 用 い て 連 結 固 定 す る こ と に よ っ て も 形 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 接 続 口 (21)(22)の 先 端 部 (211)(221)は 、 管 材 (101)の 両 端 寄 り に ラ ジ ア ル 方 向 に 分 岐 す
る よ う に 形 成 さ れ た 差 込 口 (101a)に 差 し 込 ま れ て 、 Ｅ リ ン グ (102)に よ り 連 結 固 定 さ れ て
い る （ 図 ７ 参 照 ） 。 接 続 口 (21)(22)の 先 端 部 (211)(221)と 差 込 口 (101a)と の 間 に は 、 Ｏ リ
ン グ 等 の 環 状 シ ー ル 部 材 (106)が 介 在 さ れ て い る 。 管 材 (101)の 両 端 部 (101b)に は 、 管 継 手
(103)の 一 端 側 が 差 し 込 ま れ て 、 Ｅ リ ン グ (102)に よ り 連 結 固 定 さ れ て い る 。 管 材 (101)の
端 部 (101b)と 管 継 手 (103)と の 間 に も 、 Ｏ リ ン グ 等 の 環 状 シ ー ル 部 材 (106)が 介 在 さ れ て い
る 。 バ イ パ ス 管 (P13)は 、 管 材 (101)の 長 さ 中 間 部 (101c)に よ っ て 構 成 さ れ る 。 こ の 実 施 形
態 で は 、 以 上 の よ う な 配 管 構 造 を 採 用 し た た め 、 組 立 作 業 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 バ イ パ ス 管 (P13)の 長 さ 中 央 部 に は 、 雄 ネ ジ を 有 す る 円 筒 状 の 弁 体 収 容 部 (104)が 、 ラ ジ
ア ル 方 向 に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 弁 体 収 容 部 (104)の 開 口 は 、 弁 体 収 容 部 (104)
に ね じ 嵌 め ら れ た 蓋 (105)で 覆 わ れ て い る 。 蓋 (105)の 中 心 部 に は ネ ジ 孔 (105a)が あ け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 弁 体 (91)は 、 そ の 一 端 側 が バ イ パ ス 管 (P13)の 内 面 に ほ ぼ 沿 う よ う な 半 球 状 を な し 、 他
端 側 が 弁 体 収 容 部 (104)内 に Ｏ リ ン グ 等 の 環 状 シ ー ル 部 材 (106)を 介 し て 摺 動 可 能 に 嵌 め 込
ま れ る 短 円 柱 状 を な す も の で あ る 。 弁 体 (91)の 他 端 に は 、 蓋 (105)の ネ ジ 孔 (105a)に ね じ
込 ま れ る 棒 状 の 雄 ネ ジ 部 (93)が 、 弁 体 (91)と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 雄 ネ ジ 部 (93)の 先
端 は 、 ビ ス (94)に よ っ て ハ ン ド ル (92)に 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 流 量 調 節 弁 (9)の 構
造 は 、 バ イ パ ス 管 (P13)の 流 量 を 任 意 に 調 節 す る こ と が で き る も の で あ れ ば よ く 、 上 記 の
も の に は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 の 給 水 シ ス テ ム の 場 合 、 供 給 流 量 が 少 な い 時 に は 、 流 量 調 節 弁 (9)の ハ ン ド ル (92)
を 閉 方 向 に 回 動 さ せ て バ イ パ ス 管 (P13)の 流 量 を 絞 る こ と に よ り 、 ほ ぼ 全 量 の 水 を 水 力 発
電 装 置 (1)に 供 給 す る こ と が で き る 。 ま た 、 供 給 流 量 が 多 い 時 に は 、 流 量 調 節 弁 (9)の ハ ン
ド ル (92)を 開 方 向 に 回 動 さ せ て バ イ パ ス 管 (P13)の 流 量 を 増 大 さ せ る こ と に よ っ て 、 水 力
発 電 装 置 (1)に よ る 発 電 を 維 持 し つ つ 所 望 の 散 水 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 こ の
実 施 形 態 の 場 合 、 流 量 調 節 弁 (9)を 現 場 で 操 作 す る こ と に よ っ て 自 動 灌 水 シ ス テ ム の 使 用
環 境 に 応 じ た き め 細 か い チ ュ ー ニ ン グ が 可 能 で あ り 、 ま た 、 安 定 し た 弁 の 作 動 が 確 保 さ れ
る 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て 、 図 ４ に 示 す 水 力 発 電 装 置 (1)
に 代 え て 、 従 来 の 水 力 発 電 装 置 、 即 ち 、 一 端 に １ 次 側 給 水 管 接 続 口 を 有 し か つ 他 端 に ２ 次
側 給 水 管 接 続 口 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ 内 に 、 両 接 続 口 に 通 じ る 流 路 と 、 該 流 路 を 流 れ る 水 の
圧 力 を 利 用 し て 発 電 を 行 う 発 電 ユ ニ ッ ト と が 設 け ら れ て い る 水 力 発 電 装 置 が 、 給 水 シ ス テ
ム に 組 み 込 ま れ る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 専 ら バ イ パ ス 管 (P13)に 備 え ら れ た 開 閉 弁 (5A)
ま た は 流 量 調 節 弁 (9)に よ っ て 、 散 水 量 の 調 整 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 自 動 灌 水 シ ス テ ム へ の 適 用 例 を 示 し た が 、 本 発 明 は 、 そ れ
以 外 の 電 動 ユ ニ ッ ト を 備 え た 給 水 シ ス テ ム 、 例 え ば 、 発 光 ユ ニ ッ ト を 備 え た 給 水 栓 や 、 感
知 ・ 開 閉 制 御 ユ ニ ッ ト を 備 え た 自 動 水 栓 等 に も 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 給 水 シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 給 水 シ ス テ ム の 制 御 ボ ッ ク ス を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 給 水 シ ス テ ム に お け る 水 力 発 電 装 置 、 電 磁 弁 お よ び バ イ パ ス 管 を 含 む ユ ニ ッ ト を
示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 水 力 発 電 装 置 の 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 バ イ パ ス 管 の 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 給 水 シ ス テ ム の 要 部 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の VII-VII線 に 沿 う 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
(1)： 水 力 発 電 装 置
(2)： ハ ウ ジ ン グ
(21)： １ 次 側 給 水 管 接 続 口
(22)： ２ 次 側 給 水 管 接 続 口
(31)： 主 流 路
(32A)(32B)： バ イ パ ス 流 路
(4)： 発 電 ユ ニ ッ ト
(5A)(5B)： 開 閉 弁
(7)： 開 閉 弁
(8)： 流 量 調 節 弁
(P11)： 水 力 発 電 装 置 の １ 次 側 の 給 水 管
(P12)： 水 力 発 電 装 置 の ２ 次 側 の 給 水 管
(P13)： バ イ パ ス 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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